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●福祉に触れたきっかけ 

 みなさんは、福祉というと、どんなことを

思い浮かべるでしょうか。多分、ぱっと思い

浮かぶのは、「介護」というイメージだと思い

ます。そしてきっと、「待遇が悪い」、「仕事が

きつい」といったマイナスイメージや、そも

そも「よく分からない」と思う方もいらっし

ゃるかもしれません。実の所、私自身もそう

思っていました。  

 私は中学生のころ、何気なく参加したボラ

ンティア活動をきっかけに、町の社会福祉協

議会の方と知り合い、クラスメイトと一緒に

ボランティアサークルを立ち上げたことがあ

りました。とはいえ、その頃の

認識は、「（難しいことはわから

ないけど）みんなと活動出来て

楽しい。人にも喜んでもらえる

し…。」くらいでした。そのため、

決して「将来福祉の仕事に就き

たい！」とは全く思っていませ

んでした。 

 

●ふらっと福祉の世界へ 

 数年後、大学受験を控え、自分の進路を考

えなくてはならない時期に差し掛かりました。

やりたいことはあるけれど、学力的にも厳し

いし…とぐるぐる考えている内に、頭の中は

もうオーバーヒート状態。そんな精神衛生上

あまり宜しくない状況に陥りかけたとき、「あ

んた、前よくボランティアやってたじゃない。

意外と向いてるんじゃないの。」と母がぽつり

と私に言いました。そのとき中学生のころの

体験が浮かんできて、「あ、いいかも」と思っ

たのが、私が福祉を本格的に学ぶことになっ

たきっかけです。  

大学卒業後、私は特別養護老人ホームで介  

護職として働きました。現場での働きを知り、

学ぶことで、ゆくゆくは社会福祉士や精神保

健福祉士として、また違った角度から支援の

アプローチをしたいと考えていました。その

後転職し、高崎市行政嘱託・ＳＳＷ（スクー

ルソーシャルワーカー）として努めることに

なり、現在も活動中です。  

 

●ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）

って何？  

ＳＳＷは、もともと国の事

業として起こりました。九州

地方・関西などでは盛んな活

動が行われています。群馬県

では、高崎市が不登校対策事

業の一環として、昨年度より、

市独自に立ち上げました。現

在、3 名のＳＳＷが勤務して

おり、高崎市内の３つの中学

校区（拠点中学校および学区内の小学校）を

担当しています。  

ＳＳＷは担当する各学校へ行き、先生方か

ら気になる子どもたちの様子を聞いたり、そ

の子どもたちや保護者の方と面談をしたり、

（時には家庭訪問で）様子を見に行ったりし

ます。そうして情報を集めた中で、学校内で

話し合いの場を作ったり、必要があれば専門

機関と連絡を取ったり支援会議を開きます。  

そうした活動の中で、学校の場に飛び込ん

できた新しい職種であるＳＳＷを周知する役
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目も持っています。やはり、はじめは先生方

から「何をしてくれる人なのか、よくわから

ない」といった部分が多々あります。そのた

め、上記のような活動へ円滑に持っていくた

めには、自分たちがどんなことをするのか、

出来るのか、少しずつ周囲の方に知って頂か

なくてはならないのです。  

 

●ＳＳＷとしてのやりがい 

最初、相談員としての経験は皆無であり、

不安でいっぱいでした。まだ誰も歩いていな

い道を自分や同僚と切り開いていかなければ

ならないのです。他の２名は経験もあり、知

識や人生経験の面でも秀でています。そうし

た中で、ＳＳＷとして自分が出来ることは何

だろうかと悩み、手探りで対応を考えていく

日々でした。  

 今年度の４月から、ＳＳＷとし

て活動をしてきて、どうするのが

良いのかわからなくなることも、

たくさんありました。行政や学校

という今まで自分がいた環境とは

全く違う場所、一人職場の中で対

応を迫られるケース、頭を抱えた

ことも片手では数えきれません。

それでもやってこられたのは、同

僚や現場の先生方、各関係機関の担当者の方

の協力も大きいです。また、関わりの中で、

不登校の子が登校出来たり、無表情だった子

が笑ってくれたり、「ありがとう」と言ってく

れるその瞬間があったからです。  

 学校に通っている子どもたちにとって、世

界は思うほど広くありません。困っていても、

助けを学校や家庭以外のどこに求めればいい

のか、分からないこともあります。また、現

場の先生方も、授業以外の部分で多忙を極め

ており、すべての子どもたちに深くかかわる

ことが難しくなってきている状況があります。

そうした中で、ＳＳＷとして、子どもたちに

必要な支援を一緒に探し考えていくことに、

この仕事のやりがいと必要性を感じています。 

●これからの自分に 

 今、ＳＳＷとして活動している自分ですが、

今後はまた違った環境で働いてみたいと思う

気持ちもあります。理由の一つとして、ＳＳ

Ｗの立場を自分で確立しなければならない現

状があるからです。雇用・待遇面で不安定さ

があるのは、新しい事業のため、仕方のない

部分もあると思います。もちろん、「福祉だか

ら低賃金・高負担でいい」とは思いません。

支援する側にゆとりがなければ、決して良い

支援など出来ないからです。ですが、新事業

のために学校や地域で十分理解されていない

状況ではなかなか必要性を訴えることは難し

いのも事実です。そのため、ＳＳＷは成果に

よって、現場の理解と必要性を結果で示して

いくことが求められますが、自分はまだまだ

未熟です。特に、現状

では１年雇用のため、

短期間で成果を上げて

いかなければなりませ

ん。そのため、今の力

量のまま続けていくこ

とに、疑問を感じてい

ます。 

また、福祉の現場で

は、10 年 20 年同じ職

場で働くことは少ないと聞きます。なぜなら、

一つの環境に留まることで、支援の方法や考

え方が凝り固まってしまうからです。まだ自

分自身、確固とした支援技術や理念を持って

いるとは言い難いですが、だからこそ、色々

な世界や現場を見てみたいとも思うのです。

様々な場所での経験が、きっと自分自身の力

に変わっていくと思います。  

 自分の好きな言葉に「明日の私は新しい私」

というものがあります。きっとこれからも、

たくさん悩んだり、喜びがあったりすると思

います。そうした中で、自分自身が一日一日

成長して、新しい自分になれるように、自分

の選んだ福祉の道と向き合っていきたいです。 


